
2 生命表

（１）生命表と平均余命

生命表は、作成年次の死亡状況が今後変化しないと仮定したときに、各年齢の者が１年以内に死亡す

る確率や平均してあと何年生きられるかという期待値などを死亡率や平均余命などの指標によって表し

たものです。

生命表の諸関数は、現実の人口集団の年齢構造に影響されず、その集団の死亡状況のみを表していま

すので、死亡状況の厳密な分析に不可欠なものとされています。

また、ある年齢に達した者が、その後生存する平均年数を「平均余命」といい、０歳の平均余命を「平

均寿命」と呼びます。平均寿命は、保健福祉水準を示す指標として広く活用されています。

（２）平均寿命の推移 図 16平均寿命の年次推移
昭和初期（大正15～昭和５年）の道民の

平均寿命は、男44.46年、女46.60年でした。

戦後、平均寿命の延びは著しく、昭和25年

に女が、昭和27年に男が、それぞれ60年を

超え、さらに女は昭和34年、男は昭和48年

に70年台になりました。特に、女は昭和59

年に80年に達しています。

昭和25年から平成27年までの64年間で男は

22.35年、女は25.86年平均寿命が延びています。

（表4、図16）

表４ 平均寿命の年次推移



（３）平均余命と生存数

平成27年の道民の平均寿命（０歳の平均余命）は、男が80.24年、女は86.74年となり、前年と比較し、

男は0.26年上回り、女も0.11年上回りました。

５歳毎の平均余命では、男では各年齢で前年度を上回っており、女では80歳で前年度を下回っている

が、その他の各年齢では前年を上回っています。（表5）

表５ 主な年齢の平均余命

特定年齢まで生存する割合をみると、65歳までの生存する割合は男が88.4％、女が93.5％、また80歳

では男が60.8％、女が79.7％であることを表しています。（表6、図17）

表６ 生命表上の特定年齢まで生存する割合 図 17生命表上の特定年齢まで生存する割合



（４）死因別死亡確率

死因別死亡確率は、平成27年の死亡状況が今後変化しないと仮定し、生命表の上で、将来どの死因で

死亡するかを計算したものです。死因別死亡確率の高い方からみると、０歳の男女とも、悪性新生物、

心疾患の順になっています。（図18）

図 18 死因別死亡確率（主要死因）

（５）特定死因の平均寿命への影響

特定死因が克服された場合、その死因で死亡していた者は、死亡時期が繰り越され、平均余命が延び

ることになります。平均余命の延びを影響の大きい方から主な死因についてみると、０歳の男女とも、

悪性新生物、心疾患、肺炎、脳血管疾患の順になっています。（表7）


